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ま
え
が
き

　
か
ね
て
か
ら
、
中
國
民
族
の
文
化
に
封
し
て
深
い
關
心
を
も
つ
て
い
た
筆
者
は
、
中
國
法
、
特
に
廣
義
の
司
法
制
度
や
婚
姻
法
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
思
っ

て
い
た
が
、
他
の
研
究
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
、
つ
い
に
今
田
ま
で
、
中
國
法
に
關
し
て
は
輔
編
の
論
稿
す
ら
で
き
あ
が
つ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
こ
の
度
、
こ
の
及
川
恒
忠
先
生
追
悼
論
文
集
出
阪
の
機
會
に
、
な
ん
と
か
曲
り
な
り
に
も
、
中
國
法
に
關
す
る
一
文
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
誕
撮
と
し
て
、
故
及

　
　
中
回
蒲
停
渋
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
一
　
　
　
（
五
〇
七
）



　
　
中
剛
駕
停
法
序
誰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
九
二
　
　
　
（
五
Q
八
）

川
教
授
に
封
し
て
、
筆
者
も
ま
た
中
國
法
の
勉
強
に
着
手
し
た
こ
と
を
御
報
告
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
本
文
が
そ
れ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
は
、
た
だ
日

本
の
麟
停
制
度
、
特
に
家
事
調
停
制
度
に
つ
い
て
多
少
研
究
し
て
い
る
者
が
、
中
國
の
調
停
法
を
み
て
氣
が
つ
い
た
と
こ
ろ
を
、
一
慮
ま
と
め
て
み
た
、
と
い
う

　
　
　
　
　
　
（
1
》

だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
不
充
分
な
も
の
で
も
、
と
に
か
く
書
く
こ
と
淋
で
き
た
の
は
、
石
川
忠
雌
数
授
の
御
指
導
の
お
か
げ
で
あ
り
、
ま
ず
石
川
教

投
に
厚
く
お
禮
を
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
し
た
が
つ
て
本
丈
で
わ
が
國
の
訓
停
が
、
中
國
の
調
停
と
比
較
さ
れ
る
場
合
》
わ
が
國
の
調
停
と
い
5
の
は
、
筆
者
が
理
解
し
た
と
こ
ろ
の
わ
が
園
の

　
　
謂
停
の
萎
を
、
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
筆
者
の
わ
が
國
の
調
停
に
關
す
る
考
え
に
つ
い
て
は
左
記
の
論
稿
を
琴
照
さ
れ
た
い
。

　
　
「
謂
停
原
理
の
墓
本
的
特
質
」
（
法
拳
研
究
二
九
巻
九
焼
）

　
　
「
工
攣
と
し
て
の
法
暴
」
（
慶
感
義
塾
創
立
百
年
記
念
諭
交
集
第
一
部
法
律
學
鰯
係
）

　
　
「
家
事
謂
停
論
の
工
學
的
構
成
」
（
小
池
隆
一
博
士
還
暦
記
念
「
比
較
法
と
私
法
の
諸
問
題
」
）

　
　
「
家
事
講
停
に
お
け
る
特
別
の
審
剣
」
（
家
族
法
大
系
－
家
族
法
纏
諭
）

一
　
調
停
機
關

　
中
國
に
お
い
て
、
調
停
機
闘
は
二
種
類
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
人
民
調
停
委
員
會
お
よ
び
人
民
法
院
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
て
な
お
そ
の
ほ

か
に
郷
、
民
族
郷
、
鎭
の
人
民
委
員
會
が
設
置
す
る
調
停
工
作
委
員
會
、
を
も
調
停
機
闘
の
一
種
類
と
し
て
藩
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ

な
い
。
．
以
下
こ
れ
ら
三
種
の
機
闘
に
つ
い
て
読
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

　
1
　
人
民
調
停
委
員
會

　
人
民
調
停
委
員
會
に
っ
い
て
は
、
人
民
調
停
委
員
會
暫
行
組
難
購
（
一
九
究
四
隻
∬
一
蓋
日
政
務
院
築
δ
六
次
政
務
食
議
遜
幾
一
九
五
四
年
三

月
二
二
日
政
務
院
公
布
印
日
施
行
－
以
下
罰
停
委
員
會
通
則
と
略
粉
す
る
）
の
規
定
が
存
在
す
る
。

　
㈲
人
民
調
停
委
員
會
の
設
置
目
的



　
調
停
委
員
禽
通
則
第
｝
條
は
、
『
人
民
調
停
委
員
會
を
設
立
し
て
、
速
や
か
に
民
間
の
紛
争
を
解
決
し
、
人
民
中
の
愛
國
進
法
教
育
を
強
加
し
．

人
民
内
部
の
團
結
を
壌
進
し
、
も
つ
て
人
民
の
生
産
と
國
家
建
設
に
有
利
な
ら
し
む
る
た
め
に
、
特
に
こ
の
通
則
を
制
定
す
る
』
、
と
規
定
す
る
。

こ
れ
を
も
つ
て
人
民
調
停
委
員
會
が
、
輩
な
る
紛
争
解
決
の
み
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
人
民
調
停
委
員
會
の
設
置
翠
位

　
人
民
調
停
委
員
會
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
調
停
委
員
倉
通
則
第
四
條
第
一
項
が
、
『
調
停
委
員
會
の
設
置
は
、
都
市
に
お
い
て
は
、
町
内
事
濫

所
所
轄
優
ま
た
は
町
を
、
農
村
に
お
い
て
は
郷
を
、
輩
位
と
す
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
。

　
⑥
人
民
調
停
委
員
會
の
構
成

謂
墓
員
窪
、
委
員
三
会
℃
＋
、
人
で
護
す
ゑ
（
羅
蹟
遜
も
の
き
れ
て
い
る
．

　
㈹
人
民
鋼
停
委
員
の
選
任

　
㈲
選
任
の
手
績
　
　
選
任
の
手
績
に
つ
い
て
、
調
停
委
員
會
通
則
第
五
條
一
項
は
、
『
調
停
委
員
會
委
員
は
、
都
市
に
お
い
て
は
基
層
人
民
政

府
の
主
宰
の
下
に
佳
民
代
表
に
よ
り
推
選
さ
れ
、
農
村
に
お
い
て
は
郷
人
民
代
表
大
會
に
よ
り
推
選
さ
れ
る
。
調
停
委
員
會
は
、
綱
俸
委
員
の
互

選
に
よ
り
、
主
任
委
員
一
名
を
お
き
、
ま
た
副
主
任
委
員
一
名
な
い
し
二
名
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
選
攣
は
毎
年
輔
同
行
い
、
再
任
さ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
。

な
お
わ
が
國
の
民
事
調
停
養
薙
髪
轟
停
養
（
轟
に
翁
停
養
嚢
薯
）
の
餐
手
讐
つ
い
て
は
特
別
窺
護
な
く
（
鱗
捌

禁
馨
賠
鞭
髭
声
饗
辱
霧
の
取
扱
い
乞
て
簗
く
の
馨
に
・
市
爵
貫
誕
吉
、
焚
膿
な
ど
に
推
馨
簑
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
⑨
選
任
さ
れ
る
資
格
お
よ
び
改
選
　
　
調
停
委
員
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
資
格
お
よ
び
改
選
に
つ
い
て
、
調
停
委
員
會
通
則
第
五
係
二

項
は
、
『
人
民
の
中
で
、
政
治
的
態
度
が
明
瞭
で
、
人
と
な
り
が
公
正
で
、
大
衆
と
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
調
停
工
作
に
熱
心
な
者
は
、
だ
れ
で

　
　
　
　
中
國
翻
停
法
序
畿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
三
　
　
　
（
五
〇
九
）



　
　
　
中
國
鯛
停
法
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
四
　
　
　
（
五
一
〇
）

も
調
停
委
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
調
停
委
員
の
任
期
中
で
も
、
法
に
違
反
し
、
職
務
上
の
過
失
が
あ
つ
た
り
、
或
い
は
職
務
に

不
適
嘗
な
情
況
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
原
推
選
機
闘
に
よ
つ
て
、
や
め
さ
せ
て
改
選
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
。

　
な
お
わ
が
國
で
は
、
調
停
委
員
と
な
る
資
格
は
、
『
徳
望
良
識
の
あ
る
者
』
で
あ
り
（
た
だ
し
省
種
民
事
調
停
委
員
は
、
更
に
そ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い

て
『
特
溺
の
知
議
輕
鰍
を
有
す
る
も
の
』
と
さ
れ
る
。
調
停
委
員
規
則
一
褒
・
三
條
）
、
ま
た
『
調
停
委
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
爲
』
が
あ
つ
た
と

き
は
選
任
叢
消
さ
れ
る
こ
た
な
つ
て
い
る
（
黎
叢
）
．

2
　
人
民
法
院

　
人
民
法
院
が
調
停
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
、
一
般
的
に
明
確
に
規
定
し
た
條
文
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
基
贋
人
民
法
院
（
普
鋤
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

民
事
珊
事
の
第
一
春
の
管
轄
裁
判
所
）
に
つ
い
て
は
、
人
民
法
院
紹
織
法
（
一
九
五
四
年
九
月
一
二
日
第
一
期
全
圃
人
民
代
衰
大
舎
第
一
次
食
議
遠
邊
、
一
九
五

四
年
九
月
二
八
日
主
席
公
布
ー
ー
以
下
法
院
紹
織
法
と
略
稻
す
る
）
の
第
一
九
條
に
よ
り
、
事
件
の
裁
到
以
外
に
も
『
開
廷
し
て
裁
到
す
る
必
要
の
な
い

民
事
紛
孚
及
び
輕
微
な
刑
事
事
件
の
塵
理
』
を
す
る
構
限
が
奥
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
『
慶
理
』
の
中
に
は
調
停
に
よ
る
盧
理
が
含
ま
れ
る
と
さ

　
　
　
（
5
》

れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
離
婚
事
件
に
つ
い
て
は
、
特
に
い
わ
ゆ
る
調
停
萌
置
主
義
が
探
用
さ
れ
て
お
り
、
基
暦
人
民
法
院
は
、
離
婚
事
件
を
受
理

し
た
と
き
は
、
享
調
停
を
行
わ
穿
れ
婆
髪
調
健
黎
の
な
い
善
置
詮
裂
を
行
毫
の
と
さ
れ
て
い
る
（
噸
罐
）
．

　
中
級
人
民
法
院
以
上
の
上
級
の
人
民
法
院
（
普
通
に
は
上
訴
を
管
轄
す
る
裁
到
断
）
に
つ
い
て
は
、
問
接
的
に
も
そ
れ
が
調
停
を
行
う
櫨
隈
の
あ
る

旨
を
規
定
し
た
條
文
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
實
際
問
題
と
し
て
、
民
事
に
關
す
る
限
り
二
審
に
お
い
て
も
人
民
法
院
が
調
停
を
行
つ
て
い

　
　
　
　
　
（
6
）

る
よ
ラ
で
あ
る
。

　
さ
て
人
民
法
院
が
調
停
を
行
う
場
合
に
は
、
い
か
な
る
構
成
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
文
が
な
い
。
し
か
し
裁
鋼
を
行
う
場
合
と
同
様
な
も

の
と
菱
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
．
人
嚢
院
が
務
を
行
蕩
禽
幾
は
合
藩
で
あ
る
（
磯
湘
撃
）
。
し
か
し
て
茎
誘
裁

劃
の
場
合
に
嫁
、
簡
輩
な
民
事
事
件
、
輕
微
な
刑
事
事
件
お
よ
び
法
律
で
別
に
規
定
の
あ
る
事
件
を
除
外
す
る
ほ
か
は
、
す
べ
て
裁
到
員
へ
辱
門



裁
剣
官
）
と
人
民
陪
審
員
が
合
議
法
廷
を
組
織
し
て
行
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
（
磁
餓
彊
臓
鰍
）
。
そ
し
て
こ
の
合
議
法
廷
の
構
成
は
、
原
則
と
し
て

裁
鍔
員
｝
名
お
よ
び
人
民
陪
審
員
二
名
の
構
成
で
あ
り
（
一
九
互
ハ
年
七
月
二
一
日
人
民
陪
審
員
の
定
員
、
任
期
お
よ
び
選
出
方
法
に
關
す
る
岡
法
部
指
示
第

義
2
號
）
、
ま
た
人
民
陪
審
是
葬
呉
誇
舞
官
）
と
畢
の
輪
を
有
す
る
の
で
糞
難
礁
）
．

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
の
人
民
陪
審
員
は
、
選
學
穫
お
よ
び
被
選
撃
穫
を
有
す
る
年
齢
滞
二
十
三
歳
以
上
の
公
民
（
た
だ
し
敢

藷
籍
姦
奪
さ
れ
た
も
の
を
除
く
）
の
中
か
ら
蓑
に
よ
つ
垂
任
さ
れ
、
非
常
勤
（
匿
も
三
蕎
の
－
ち
吉
霧
茗
）
で
あ
る
（
雛

謹
罐
農
灘
㌔
騨
蹴
五
）
．
そ
の
蓑
の
議
に
つ
い
轟
充
五
葦
董
一
百
人
講
奮
の
震
任
翼
よ
び
覆
窪

翫
す
る
漢
部
残
の
中
窺
定
糞
て
い
る
・
凄
わ
高
樂
第
署
装
の
吉
窺
定
し
て
器
『
睾
食
薫
契
塁

院
組
織
法
第
三
五
條
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
民
陪
審
員
は
選
拳
の
原
則
に
よ
つ
て
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
選
奉
は
簡
易
な
行
い
易
い
方

法
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
民
陪
審
員
の
代
表
性
と
廣
範
性
に
よ
く
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
選
出
方
法
は
以
下
の
如
し
。

　
e
各
地
基
層
人
民
法
院
の
人
民
陪
審
員
は
、
選
出
す
べ
き
総
定
員
を
確
定
し
て
後
、
更
に
基
贋
人
民
法
院
は
住
民
の
多
少
に
慮
じ
て
各
慰
（
農

村
）
、
匠
（
都
市
）
の
選
出
す
べ
き
人
民
陪
審
員
の
定
員
を
配
分
し
て
、
し
か
し
て
郷
（
銀
）
、
匿
の
人
民
代
表
大
禽
の
選
學
か
或
い
は
住
民
の
直
接

選
學
を
行
う
。

　
⇔
市
中
級
人
民
法
院
と
直
轄
市
内
に
設
け
た
中
級
人
民
法
院
の
人
民
陪
審
員
は
、
管
韓
画
域
内
の
各
匠
人
民
代
表
大
食
が
割
り
営
て
ら
れ
た
員

救
に
て
ら
し
て
選
畢
す
る
か
、
ま
た
は
同
級
機
關
、
人
民
團
髄
、
企
業
の
從
業
員
の
内
に
お
い
て
推
選
す
る
。

　
各
省
、
自
治
匿
が
地
匠
に
て
ら
し
て
設
立
し
た
中
級
人
民
法
院
の
人
民
陪
審
員
は
、
所
在
地
の
市
、
縣
或
は
附
近
の
縣
が
人
昆
陪
審
員
を
選
摩

す
る
と
き
に
、
全
部
或
い
は
一
部
を
選
學
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
或
い
は
ま
た
同
級
機
闘
、
人
民
團
燈
、
企
業
の
從
粟
員
の
内
に
お
い
て
咽
部
成

い
は
全
部
を
推
選
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
㊧
高
級
人
民
法
院
と
自
治
州
人
民
法
院
の
人
民
陪
審
員
は
、
同
級
の
人
民
團
儘
お
よ
び
企
業
の
從
業
員
の
内
に
お
い
て
選
出
す
る
。
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三
九
六
　
　
　
（
五
＝
酬
）

　
以
上
の
人
民
陪
審
員
の
選
出
方
法
は
、
各
級
人
民
法
院
が
、
右
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
地
匠
の
具
燈
的
情
況
に
慮
じ
て
嵐
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
』

　
3
　
郷
、
民
震
郷
、
鎖
人
民
萎
員
倉
が
必
要
に
慮
じ
て
設
置
ナ
る
調
停
工
作
委
員
會

　
右
に
述
ぺ
た
人
民
調
停
委
員
會
お
よ
び
人
民
法
院
の
ほ
か
に
、
具
饅
的
事
件
に
つ
き
調
停
活
動
を
醤
む
調
停
機
闘
と
し
て
或
い
は
、
螂
、
民
族

郷
、
鎭
の
人
民
委
員
會
が
必
要
に
慮
じ
て
設
置
す
る
調
停
工
作
委
員
會
、
’
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
地
方
各
級
人

民
代
表
大
會
お
よ
び
地
方
各
級
人
民
委
員
會
縄
楓
灘
（
一
九
五
四
年
九
旦
二
日
第
一
期
全
國
人
民
代
表
大
倉
第
一
次
倉
議
通
襖
同
年
同
月
二
八
日
主
席
公

市
）
第
三
五
條
で
は
、
『
郷
、
民
族
纏
、
鎭
の
人
民
委
員
會
は
必
要
に
慮
じ
て
民
政
、
治
安
、
武
装
、
生
産
合
作
、
財
線
、
文
化
敬
育
、
調
停
な
ど

の
工
作
委
員
倉
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
級
の
人
民
代
表
大
會
代
表
そ
の
地
適
當
な
者
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
』
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
調
停
工
作
委
員
會
が
設
置
さ
れ
る
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
管
轄
事
項
、
調
停
手
績
、
活
動
情
況
な
ど
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
婚
姻
法
第
一
七
條
に
い
わ
ゆ
る
『
匿
人
民
政
府
の
調
停
』
と
い
う
の
は
、
現
在
こ
の
調
停
工
作
委
員
禽
の
調
停

の
こ
と
か
、
そ
れ
と
も
前
記
の
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
の
こ
と
か
、
或
い
は
地
方
に
よ
つ
て
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
ま
た
離
嬬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）

事
件
の
み
の
調
停
を
す
る
機
闘
が
そ
れ
ら
の
ほ
か
に
あ
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
、
こ
の
郷
、
民
族
郷
、
鎭
の
調
停
工
作
委

員
會
と
い
う
の
は
、
み
ず
か
ら
具
饅
的
事
件
の
調
停
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
工
作
を
指
導
、
監
督
を
す
る
機
闘
で
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
し
こ
の
調
停
活
動
委
員
會
が
、
具
饅
的
事
件
の
調
停
を
や
る
と
し
て
も
、
そ
の
手
績
に
つ
い
て
鳳

人
民
調
停
委
員
會
に
開
す
る
規
定
を
類
推
し
て
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
4
　
わ
が
國
の
調
停
機
開
の
構
成
に
つ
い
て
の
示
唆

　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
中
國
に
お
け
る
調
停
機
闘
に
は
、
ど
の
種
類
の
調
停
機
關
で
も
す
べ
て
人
民
（
民
間
ん
）
が
蓼
加
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い

る
。
特
に
人
民
法
院
の
構
成
は
、
専
門
裁
到
員
一
名
お
よ
び
民
間
人
二
名
で
あ
り
、
し
か
も
雨
者
の
権
限
が
準
等
で
あ
る
と
い
う
黙
に
お
い
て
、



わ
が
國
の
調
塞
暑
の
驚
類
似
し
て
い
姦
灘
蕪
～
謬
モ
響
難
綱
鷹
劇
薇
條
、
〉
．
も
つ
と
も
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
賞
際
問

題
と
し
て
、
調
停
委
員
會
を
樽
成
す
る
一
名
の
裁
到
官
は
、
毎
同
期
日
に
出
席
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
調
停
委
員
だ
け
で
調
停
を
す
る
期
日
が
多

い
か
ら
、
こ
の
顯
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
中
國
の
人
民
調
停
委
員
會
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
筆
者
が
興
味
を
も
つ
勲
は
、
中
國
は
わ
が
國
と
ち
が
つ
て
、
い
わ
ば
肚
會
主
義
建
設
と
い
う
目
標
に
向
つ
て
國
民
を
國
禦
機

醐
が
引
つ
ぱ
つ
て
行
く
國
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
司
法
な
い
し
調
停
の
任
務
も
、
翠
に
紛
雫
の
解
決
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
國
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

肚
合
主
義
建
設
と
肚
會
主
義
改
造
事
業
の
順
調
な
穫
展
を
保
障
し
、
ま
た
公
民
に
封
し
て
自
畳
的
に
法
律
を
違
守
す
る
よ
う
に
敬
育
を
行
う
こ
と

を
も
含
む
も
の
で
あ
る
が
（
難
濃
誰
夢
調
）
、
し
か
も
な
お
（
或
い
肇
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
か
も
し
れ
な
い
が
）
謬
繍
（
お
よ
纂
暮
の
鶉

機
鶴
）
に
は
、
必
ず
民
間
人
が
参
加
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
國
で
は
近
年
、
多
数
の
調
停
委
員
の
中
に
は
敢
養
の
不
足
す
る
も
の
も

い
る
こ
と
（
特
に
法
學
的
敦
養
の
不
足
）
や
、
或
い
は
調
停
活
動
（
特
に
家
事
の
）
は
專
門
的
な
知
識
技
術
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
つ
た

よ
う
な
こ
と
か
ら
調
停
委
員
制
度
そ
の
も
の
を
慶
止
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
み
う
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
見
を
橡
討
す
る
に
際
し
て
、
中

國
の
調
停
が
必
ず
民
間
人
参
加
で
あ
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
か
の
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
考
え
方
も
で
き
る
で
あ
ろ
5
．
す

な
わ
ち
今
の
わ
が
國
で
は
、
中
國
と
ち
が
つ
て
、
す
べ
て
の
國
民
に
つ
い
て
向
う
べ
き
目
標
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
廣
義
の

司
法
の
任
務
も
具
髄
的
紛
孚
の
解
決
な
い
し
解
浩
を
第
一
義
と
し
て
い
る
場
合
に
、
民
間
人
た
る
調
停
委
員
制
度
を
慶
止
し
て
（
特
に
全
農
し
て
）
、

公
務
員
だ
け
に
よ
る
調
停
に
す
る
こ
と
が
は
た
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
か
（
も
ち
ろ
ん
現
在
の
調
停
委
段
制
度
に
改
善
す
べ
ぎ
鮎
の
あ
る
こ
と
は
書
う
ま
で
も

な
い
け
れ
ど
も
）
。
と
に
か
く
エ
リ
ー
ト
官
僚
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
が
、
い
か
に
速
く
効
果
が
あ
ら
わ
れ
る
も
の
だ
と
し
て
も
、
そ
の
反
面

必
ず
非
常
な
危
瞼
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
治
維
新
以
來
の
わ
が
國
の
歴
史
を
ふ
り
返
つ
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
人
民
謂
停
委
員
禽
一
般
に
つ
い
て
は
、
藤
島
正
夫
・
幼
方
直
吉
・
長
谷
川
良
一
共
著
「
中
國
の
裁
鋼
」
第
九
章
人
民
調
停
割
度
、
が
よ
い
蓼
考
文
獣
で
あ
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三
九
八
　
　
　
（
五
一
四
）

（
2
）
　
こ
の
原
丈
は
、
中
輩
人
民
共
和
國
司
法
部
編
「
中
蕪
人
民
共
和
國
法
規
選
輯
」
（
一
九
五
七
年
四
月
）
に
よ
つ
た
。

（
3
V
　
農
業
共
同
化
の
あ
る
時
期
（
一
九
五
六
年
頃
）
に
お
い
て
、
地
方
に
よ
つ
て
は
、
調
停
工
作
そ
の
も
の
の
必
翼
な
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
人
騰
調
停
委
興

　
倉
髄
度
の
存
慶
が
、
か
な
り
や
か
ま
し
く
議
論
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
煽
島
・
幼
方
・
長
谷
川
共
著
「
中
國
の
裁
剣
」
一
六
一
頁
ー
一
六
六
頁
）
。
し
か
し
紹
局

　
全
豊
と
し
て
は
、
存
績
張
化
論
に
お
ち
つ
い
た
よ
ラ
で
あ
る
（
董
必
武
「
最
高
人
民
法
院
工
作
の
報
告
」
…
一
九
五
七
年
七
月
二
日
ー
「
中
蕪
人
罠
共
和
國

　
法
規
彙
編
一
九
五
七
年
七
月
ー
一
二
月
」
二
七
七
頁
）
。
も
つ
と
も
人
民
公
肚
の
出
現
以
後
の
事
情
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

（
4
）
　
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
、
法
畢
研
究
二
八
巻
三
號
所
載
の
及
川
恒
忠
・
石
川
忠
維
雨
教
授
の
翻
課
に
よ
っ
た
。

（
5
）
　
蔭
島
・
幼
方
・
長
谷
川
「
中
國
の
裁
鋼
」
一
五
主
頁
参
照
。

（
6
）
．
陸
春
郷
「
聞
於
二
審
民
事
調
解
工
作
的
豊
會
」
（
政
法
研
究
一
九
五
九
年
三
號
）
。
本
稿
に
つ
い
て
は
別
の
機
愈
に
紹
介
し
た
い
。

（
7
）
　
昭
和
叫
一
…
年
四
月
來
日
さ
れ
た
韓
幽
桐
女
史
（
最
高
人
民
法
院
民
事
法
莚
副
廷
長
）
に
、
人
民
法
院
が
謂
停
を
行
5
場
合
に
も
人
昆
陪
審
質
の
鷺
加
あ
り
や

　
否
や
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
あ
り
と
の
お
答
で
あ
つ
た
（
た
だ
し
通
誰
を
通
し
て
の
立
話
で
あ
る
か
ら
縄
封
の
正
確
さ
は
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
㌔
。

（
8
）
　
こ
の
原
丈
は
、
中
華
人
民
共
科
國
法
規
邊
輯
（
一
九
五
七
年
四
月
）
に
よ
つ
た
。

（
9
）
　
こ
の
原
丈
に
つ
い
て
も
、
註
8
と
同
じ
。

バ
釦
ゆ
）
　
醸
島
・
幼
方
・
長
谷
川
「
中
國
の
裁
判
」
一
五
三
頁
参
照
。
淺
井
敦
氏
は
、
そ
の
地
方
に
人
民
調
停
委
員
禽
が
設
麗
さ
れ
て
い
れ
ば
、
離
婚
謂
停
は
、
鳳
へ

　
民
政
府
に
か
わ
つ
て
、
も
つ
ば
ら
人
毘
調
停
委
員
曾
が
行
う
、
と
い
わ
れ
る
（
淺
井
敦
「
中
國
の
家
事
裁
鋼
」
！
ー
「
家
事
裁
判
」
斯
毅
ー
五
五
頁
V
。

二
　
調
停
事
項

　
中
國
に
お
い
て
調
停
で
威
理
で
き
る
事
項
は
、
人
民
調
停
委
員
會
に
つ
い
て
は
、
『
民
間
に
お
け
る
一
般
の
民
事
紛
欝
お
よ
び
輕
微
な
珊
璽
事

件
』
で
あ
り
（
耀
諸
會
）
、
人
民
法
院
に
つ
い
て
は
、
開
誓
て
黄
す
る
必
要
の
な
箆
霧
婁
び
輕
禦
翠
葎
セ
あ
る
（
縦

嘩
撚
）
．
し
か
し
離
婚
葎
に
つ
い
藁
裂
弛
饒
が
必
ず
調
停
を
行
わ
穿
れ
婆
髪
い
（
噸
罐
）
．

　
わ
が
國
と
比
較
し
て
み
る
と
、
必
ず
調
停
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
件
が
、
離
婚
事
件
だ
け
で
あ
つ
て
、
そ
の
他
の
家
事
事
件
を
含
ま
な
い

響
（
慧
響
輕
禦
翠
覆
を
も
調
停
で
轟
で
慧
摯
ち
が
う
拝
で
、
そ
の
他
の
謹
つ
い
浅
催
わ
姦
商
遷



廣
義
の
民
事
事
件
は
一
般
的
に
調
停
に
親
し
む
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
多
少
氣
に
な
る
こ
と
は
、
㈲
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
禦

項
に
つ
い
て
、
『
民
間
に
お
け
る
一
般
の
…
…
』
と
い
う
場
合
の
『
民
間
』
と
か
コ
般
』
と
か
い
わ
れ
る
範
園
と
、
⑬
人
斑
法
院
の
調
停
事
項

に
つ
い
て
、
『
開
廷
し
て
裁
到
す
る
必
要
の
な
い
…
…
』
と
い
う
場
合
の
そ
の
範
園
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
調
停
を
主
と
し
裁
到
を
從
と
す
る
」
と

　
　
　
　
　
畜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

い
う
司
法
方
針
は
現
在
で
も
生
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
も
し
調
停
事
項
の
範
園
を
狭
く
す
る
解
縛
な
ら
ば
第
二
審
で
調
停
を
行
う
の
は
お

か
し
い
が
、
前
述
の
如
く
二
審
で
も
調
停
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
み
る
と
、
右
の
翰
ま
た
は
㈲
の
範
國
は
比
較
的
廣
く
解
繰
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
わ
が
園
で
は
刑
事
講
停
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
刑
事
調
停
に
ふ
れ
な
い
。

　
（
2
）
　
繭
島
並
夫
「
新
中
國
の
司
法
制
度
と
そ
の
特
色
0
」
（
東
洋
丈
化
一
三
號
）
三
七
頁
。

　
（
3
）
　
葉
必
武
「
最
高
人
民
法
院
工
作
の
報
告
」
（
中
鐘
人
民
共
和
國
法
規
彙
編
一
九
五
七
年
七
月
ー
二
一
月
）
二
七
七
頁
。

三
　
調
停
工
作
の
原
理
と
調
停
行
爲

人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
手
絞
に
つ
い
て
は
、
人
民
調
停
委
員
會
暫
行
組
織
通
則
に
規
定
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
人
民
法
院
の
調
停
乎
績
に
つ
い

て
は
、
特
別
の
規
定
が
な
い
（
も
つ
と
も
裁
剣
手
績
に
つ
い
て
も
統
一
訴
訟
法
規
は
な
い
）
。
お
そ
ら
く
人
民
法
院
魍
織
法
の
原
則
に
の
つ
と
り
、
か
つ

調
停
委
員
會
通
則
の
規
定
を
類
推
し
て
調
停
手
綬
を
行
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
1
　
額
停
工
作
の
馴
般
原
理

　
㈲
調
停
工
作
の
任
務

　
調
停
委
員
會
通
則
第
三
條
は
、
『
調
停
委
員
會
の
任
務
は
、
民
間
に
お
け
る
一
般
の
昆
事
紛
雫
お
よ
び
輕
徴
な
剥
事
事
件
の
調
停
を
し
、
ま
た

調
停
を
通
し
て
政
策
、
法
令
の
宣
傭
教
育
を
行
う
こ
と
で
あ
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
（
特
に
後
段
注
意
）
。

　
　
　
　
中
國
溺
停
法
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
九
　
　
　
（
五
剛
五
）



　
　
　
中
圃
灘
停
法
序
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
　
　
　
（
五
一
穴
）

㈲
調
停
工
作
で
守
る
ぺ
き
原
則

調
停
委
員
食
通
則
第
六
條
は
、
－
『
調
停
工
作
で
必
ず
守
る
べ
き
原
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
、

e
必
ず
人
民
政
府
の
政
策
、
法
令
を
遵
守
し
て
調
停
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　
⇔
必
ず
嘗
事
者
双
方
の
同
意
を
得
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
調
停
を
彊
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

日
調
停
は
訴
の
捷
起
の
た
め
に
必
ず
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
練
で
は
な
い
こ
と
を
、
よ
く
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
ま
だ
調
停
を
経
て

い
な
い
か
或
い
は
調
停
が
域
立
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
當
事
者
が
人
民
法
院
に
訴
を
提
起
す
る
の
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
、
と
規
定

し
て
い
る
。

　
右
の
第
六
條
の
規
定
の
う
ち
、
⇔
號
は
嘗
然
の
こ
と
を
注
意
的
に
規
定
し
た
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
燭
號
は
い
わ
ゆ
る
調
停
前
置
主
義
を
探
用
し

な
い
こ
と
を
規
定
し
た
（
た
だ
し
離
婚
事
件
に
つ
い
て
は
調
停
前
鷺
で
あ
る
、
婚
姻
法
祠
七
條
）
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
閥
題
は
な
い
が
、
8
號
に
つ

い
て
は
、
若
干
考
察
す
べ
き
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
（
誘
停
の
規
準
の
範
で
後
蓮
す
る
〉
。

　
更
に
調
停
委
員
會
通
則
第
七
條
は
、
『
調
停
委
員
會
が
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
律
は
次
の
こ
と
で
あ
る
、

　
e
汚
職
、
牧
賄
、
私
情
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
を
禁
止
す
る
、

　
⇔
嘗
事
者
を
塵
罰
し
或
い
は
拘
留
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
、

　
図
嘗
事
者
に
封
し
て
い
か
な
る
璽
迫
や
報
復
行
爲
を
す
る
こ
と
も
禁
止
す
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
理
論
上
は
嘗
然
の
こ

と
で
あ
り
、
中
國
に
お
い
て
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
璃
停
行
爲
の
や
り
方

　
人
民
調
停
委
員
會
が
具
饅
的
事
件
に
つ
い
て
す
る
と
こ
ろ
の
調
停
行
爲
の
や
り
方
に
っ
い
て
は
、
調
停
委
員
禽
通
鋼
第
八
條
第
一
項
が
、
門
調

停
委
員
倉
が
調
停
を
す
る
に
は
、
生
産
活
動
の
あ
い
問
を
利
用
し
、
當
事
者
の
意
見
を
き
き
、
充
分
に
調
査
研
究
し
、
事
賞
を
明
ら
か
に
し
、
お



だ
や
か
な
辛
抱
彊
い
態
度
と
、
事
理
を
論
明
す
る
方
法
で
、
調
停
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
、
と
規
定
す
る
。

　
こ
の
規
定
と
前
示
の
同
通
則
第
三
條
の
規
定
と
を
合
せ
考
え
る
と
、
中
國
の
調
停
は
、
輩
に
紛
畢
解
清
だ
け
を
目
標
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
．

嘗
事
者
に
封
す
る
（
或
い
は
更
に
公
民
一
般
に
封
す
る
）
啓
蒙
、
教
育
を
も
臼
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
極
め
て
睨
瞭
で
あ
る
。
或
い
は
翻
停

行
爲
の
面
か
ら
言
い
換
え
れ
ば
、
當
事
者
に
事
理
を
論
明
し
、
啓
蒙
、
教
育
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
紛
孚
の
解
消
と
い
う
結
果
を
得
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
も
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
て
そ
の
事
理
の
規
準
、
教
育
の
目
標
と
し
て
は
、
そ
の
事
案
に
封
す
る
具
髄
的
安
嘗
性
も
奪
震
さ

れ
よ
う
が
（
「
賞
事
者
の
意
見
を
き
き
、
充
分
に
調
査
研
究
し
、
事
實
を
明
ら
か
に
し
、
…
…
」
と
い
う
か
ら
）
、
特
に
人
民
政
府
の
政
策
、
法
令
が
相
嘗
の
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
（
鵠
噸
ハ
）
．
あ
謹
つ
い
て
は
、
後
で
調
停
の
規
準
の
き
ろ
で
欝
玄
．

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
國
の
こ
の
よ
う
な
調
停
行
爲
の
や
り
方
を
、
方
法
そ
れ
自
身
と
し
て
採
り
上
げ
る
限
り
は
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
立
淑

に
委
嘗
す
る
方
法
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
㈲
調
停
が
當
事
者
に
便
宜
の
時
間
に
な
さ
れ
、
⑨
充
分
に
嘗
事
者
に
意
見
を
蓮
べ
さ
せ
、
的
事
案
の
襟

相
を
よ
く
た
し
か
め
、
⇔
事
理
を
読
明
し
て
當
事
者
を
啓
蒙
教
育
す
る
こ
と
、
雷
い
換
え
れ
ば
當
事
餐
を
し
て
今
ま
で
と
ち
が
つ
て
廣
く
か
つ
適

格
に
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
㈹
し
か
も
そ
の
事
理
の
設
明
は
（
嘗
事
者
へ
の
働
き
か
け
一
般
に
）
、
お
だ
や
か
で
辛
抱
張
く
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
調
停
行
爲
の
普
遍
的
原
則
（
の
一
部
）
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
　
調
停
の
効
力

　
合
意
と
し
て
の
調
停
の
効
力
に
つ
い
て
も
、
人
民
調
停
委
員
會
に
お
け
る
調
停
の
場
合
と
、
人
民
法
院
に
お
け
る
調
停
の
場
合
と
を
分
け
て
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
調
停
委
員
會
通
則
第
八
條
第
二
項
は
、
『
調
停
が
成
立
す
れ
ば
、
登
記
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
必
要
が
あ
る
と
き
は
當
事
者
に
調
停
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
、
と
規
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
q
調
停
委
員
禽
が
事

　
　
　
中
顧
窮
停
法
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
榊
　
　
　
（
五
一
七
）



　
　
　
中
回
調
停
法
序
誕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
二
　
　
　
（
五
一
八
）

件
を
調
停
す
る
に
嘗
つ
て
、
政
策
、
法
令
に
違
反
す
る
情
況
の
あ
る
と
き
は
、
人
民
法
院
は
、
訂
正
も
し
く
は
取
浩
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

（
胴
畑
則
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
特
に
調
停
が
政
策
・
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
場
合
で
も
・
そ
れ
に
執
行
力
は
與
え
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
で
舞
こ
養
人
轟
停
董
建
諄
食
政
塵
よ
び
蕃
人
鑑
院
の
糞
篶
霧
の
下
に
あ
る
（
認
趨
、
離
響

攣
勲
）
＆
漿
肇
そ
琶
身
笑
衆
の
調
籔
攣
脅
（
鯛
灘
、
マ
し
奈
つ
て
葎
委
器
の
メ
ソ
f
も
す
べ
て
簡
人
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
調
停
手
績
中
の
教
育
と
、
大
衆
の
肚
會
力
と
に
よ
つ
て
、
調
停
の
不
履
行
は
殆
ん
ど
な
い

　
　
し

も
の
と
す
れ
ぱ
、
調
停
の
執
行
力
を
問
題
と
す
る
必
要
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
ろ
う
。

　
人
民
法
院
の
調
停
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
明
文
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
人
民
法
院
の
調
停
ガ
、
そ
の
裁
劃
の
場
合
と
同
一
メ
ソ
パ
ー
に

よ
る
合
議
饅
で
行
わ
れ
・
ま
た
後
述
の
如
く
鉱
㌶
と
調
停
と
の
間
に
極
め
て
密
接
な
闘
蓮
が
あ
る
・
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
ζ
わ
が
閲
の
調

停
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
判
決
と
同
一
の
効
力
を
も
つ
も
の
と
理
解
し
て
い
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
1
）
　
顧
島
・
幼
方
・
長
谷
川
「
中
國
の
裁
判
」
一
五
八
頁
。

　
（
2
）
　
本
稿
で
裁
判
と
い
う
場
合
は
、
中
國
の
場
合
で
も
、
わ
が
國
の
場
合
で
も
、
民
事
裁
剣
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。

五
　
調
停
の
規
準

　
調
停
の
規
準
を
、
人
民
調
停
委
員
會
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
通
則
第
六
條
第
e
號
が
必
ず
人
昆
政
府
の
政
策
、

法
令
を
蓮
守
し
て
調
停
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
ま
た
同
通
則
第
九
條
が
政
策
、
法
令
に
違
反
し
た
調
停
は
、
人
民
法
院
が
訂
正
も
し

く
は
取
漕
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
、
條
文
の
上
か
ら
み
る
と
、
調
停
の
規
準
は
政
策
、
法
令
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
人
民
法
院
の
調
停
の
規
準
に
つ
い
て
も
、
當
然
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
、
政
策
、
法
令
、
要
す
る
に
廣
く
法
的
規
範
、
と
い
う
も
の
を
調
停
の
規
準
と
す
る
と
い
う
條
文
を
、
日
本
人
の
わ
れ
わ
れ



が
み
た
場
合
次
の
よ
、
）
な
こ
と
を
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
そ
れ
は
當
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
以
下
の
如
き
疑
間
が
纏
い
て
お
こ

つ
て
く
る
。
ω
法
的
規
範
以
外
の
諸
規
範
（
例
、
道
徳
、
慣
習
、
経
濟
）
や
諸
法
則
（
例
、
人
間
に
闘
す
る
諸
科
學
の
法
則
）
は
調
停
の
規
準
で
は
な
い

の
か
ど
う
か
、
⑨
こ
こ
で
法
的
規
範
と
い
う
の
は
、
國
家
の
實
定
の
法
的
規
範
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
い
わ
ゆ
る
肚
食
の
法
意
識
は
調
停
の

規
準
で
は
な
い
の
か
ど
う
か
、
⑳
ま
た
こ
こ
で
法
的
規
範
と
は
、
抽
象
的
規
範
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
個
別
具
難
的
事
件
に
特
有
の
具
齢
的

特
殊
性
に
即
感
す
べ
き
具
燈
的
愛
當
性
は
、
調
停
で
ど
こ
ま
で
實
現
で
き
る
の
で
あ
ろ
5
か
、
と
い
つ
た
義
う
な
疑
問
で
あ
る
。

　
こ
の
疑
問
を
と
く
鍵
は
、
結
局
中
國
に
お
け
る
法
的
規
範
の
性
質
、
内
容
い
か
ん
、
を
考
え
る
こ
と
で
あ
ろ
5
が
、
し
か
し
こ
れ
を
充
分
論
ず

る
こ
と
は
、
現
在
の
筆
者
に
は
ま
だ
荷
が
重
す
ぎ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
一
慮
當
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
前
記
の
疑
問
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
前
記
梱
D
の
疑
問
に
つ
き
考
え
る
。
中
國
で
は
法
的
規
範
と
道
徳
、
経
濟
な
ど
の
そ
の
地
の
諸
規
範
、
諸
法
則
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
、
漸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
2
）

衣
減
少
し
新
し
い
型
で
爾
者
の
統
合
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
く
な
く
と
も
渋
的
規
範
以
外
の
諸
規
範
諸
法
則
が
、
い
わ

ゆ
る
人
民
内
部
の
も
の
で
あ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
．
、
も
ち
ろ
ん
現
在
晒
者
の
閥
に
若
干
の
く
い
ち
が
い
が

あ
る
の
は
當
然
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
爾
者
は
同
一
の
方
尚
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
爾
者
間
に
と
う
て
い
相
容
れ
な
い
よ
う

な
み
ぞ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
結
果
に
お
い
て
は
、
法
的
規
範
以
外
の
諸
規
範
、
諸
法
則
も
、
調
停
の
規
準
と
し

て
考
慮
さ
れ
な
い
と
い
う
わ
け
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　
亥
に
右
の
㈲
の
疑
問
に
つ
き
考
え
る
。
砒
禽
の
法
的
意
識
が
、
す
く
な
く
と
も
、
い
わ
ゆ
る
人
民
内
部
の
も
の
で
あ
る
隈
り
、
園
家
の
實
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

法
的
規
範
と
同
一
の
方
向
を
志
向
し
、
ま
た
そ
の
雨
者
の
ズ
レ
も
可
及
的
に
す
く
な
く
す
る
よ
う
な
努
力
が
佛
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
調
停
が
實
定
の
法
的
規
範
を
規
準
と
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
に
お
い
て
は
、
枇
會
の
法
的
意
識
を
も
調
停
の
規
準
と
す
る
こ

と
を
、
排
斥
す
る
（
す
く
な
く
と
も
全
面
的
に
）
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
中
國
に
お
け
る
祉
會
の
法
的
意
識
は
、
政
府
な
い
し
共
産
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九
）
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賞
の
集
中
的
指
導
の
下
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
人
民
が
眞
に
心
の
裡
に
お
い
て
い
だ
い
て
い
る
意
識
が
、
必
ず
し
も
、
祉
禽
の
法
的
意
識

（
前
に
用
い
た
意
味
で
の
）
と
し
て
表
わ
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
右
の
考
は
形
式
的
皮
相
的
で
あ
る
と
い
う
読
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
こ
こ
で
法
律
學
に
お
い
て
悶
題
と
さ
れ
る
意
識
の
性
質
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
學
に
お
い
て
採
り
上
げ
ら
れ
る
意
識
は

（
普
通
に
は
）
、
外
部
的
な
行
爲
、
態
度
に
よ
つ
て
推
断
さ
れ
た
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
法
學
的
意
味
の
肚
會
の
法
的
意
識
と
賞
定
の
法
的
規

範
と
の
間
に
は
、
右
に
述
ぺ
た
開
係
が
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
⑳
の
疑
問
に
つ
き
考
え
る
。
中
國
に
お
い
て
も
、
政
策
、
法
令
そ
の
も
の
の
規
範
と
し
て
の
形
式
的
な
い
し
構
造
的
な
性
質
は
、
大
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε

か
み
に
い
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
抽
象
法
の
部
類
に
入
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ひ
と
し
く
摘
象
法
の
部
類
に
入
る
と
こ
ろ
の
、
例
え
ば
中
國
嬢
姻

法
と
わ
が
國
の
民
法
と
を
比
較
し
た
場
合
に
、
爾
者
の
間
に
は
構
造
的
に
（
理
念
と
か
内
容
で
は
な
い
）
相
嘗
の
ち
が
い
が
あ
る
。
そ
の
ち
が
い
の

第
一
は
、
中
國
婚
姻
法
の
方
が
規
定
の
し
か
た
が
、
き
ゆ
う
く
つ
で
な
く
、
蓮
罵
に
は
ば
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
中
属
嬬

姻
法
を
適
用
し
て
調
停
や
裁
到
を
す
る
場
合
に
は
、
わ
が
民
法
を
適
用
す
る
場
合
に
比
較
し
て
、
か
な
り
個
別
具
饅
的
事
案
の
特
殊
性
に
慮
じ

て
、
適
用
者
が
．
具
鰻
的
姜
営
性
を
追
及
で
き
る
度
合
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
一
般
に
あ
ま
り
こ
ま
か
い
黙
ま
で
抽
象
法
で
決
め
な
い
で
、
大
す

じ
だ
け
を
決
め
、
そ
の
大
枠
の
範
園
内
で
は
、
抽
象
法
の
蓮
用
者
（
つ
ま
り
裁
判
風
や
鯛
停
委
員
）
の
手
腕
に
期
待
し
て
、
具
艘
的
に
安
嘗
な
結
果
を

み
ち
び
こ
う
と
い
う
の
が
、
中
國
の
抽
象
法
の
構
造
的
な
一
特
徴
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
つ
と
も
か
か
る
特
徴
は
、
現
在
ま
で
の
邊
渡
期
だ
け

の
も
の
か
（
鮭
倉
主
義
改
造
の
便
宜
、
お
よ
び
く
わ
し
い
法
典
を
編
纂
す
る
こ
と
の
技
術
的
囲
難
）
、
或
い
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
將
來
も
か
な
り
永
く
つ
づ

く
こ
と
な
の
か
、
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
調
停
で
抽
象
法
を
規
準
と
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
具
短
的
委
賞
性

の
實
現
を
困
難
に
（
す
く
な
く
と
も
著
し
く
）
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
考
察
が
営
つ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
中
國
の
調
停
の
規
準
と
わ
が
國
の
調
停
の
規
準
と
は
、
結
果
的
に
か
つ
規
準
の
種
類
そ
の
も
の
に
つ

い
て
（
そ
の
内
容
で
は
な
く
）
、
し
か
も
表
現
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
み
る
限
り
は
、
あ
ま
り
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
つ
て
よ
い
の
で
嫁
な
い
だ
・
？
）



か
。
た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
わ
が
國
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
準
相
互
問
で
の
矛
盾
勤
立
度
合
が
大
で
あ
る
が
、
中
國
で
は
そ
れ
が
す
く
な
い
、

こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
わ
が
國
で
は
、
個
々
の
事
案
の
調
停
に
際
し
て
、
規
準
相
互
間
で
の
矛
盾
封
立
の
調
和
統
合
が
問
題
と
な
る
が
、
中

國
で
は
そ
れ
が
殆
ん
ど
問
題
と
さ
れ
ず
、
か
え
つ
て
、
諸
規
準
中
の
代
表
と
し
て
法
的
規
範
を
考
え
れ
ば
大
髄
に
お
い
て
ま
に
あ
う
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
政
策
と
法
令
と
の
瞬
係
に
つ
い
て
は
、
「
建
國
十
年
・
中
國
の
法
と
杜
禽
」
法
律
時
報
三
一
巻
一
二
號
コ
一
〇
頁
ー
＝
コ
頁
参
照
、

　
（
2
）
　
註
1
の
一
一
九
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
幼
方
直
吉
「
中
國
に
お
け
る
立
法
懸
程
」
（
人
民
民
主
主
義
の
研
究
下
巻
）
蓼
照
。

　
（
4
）
　
抽
象
法
と
具
燈
法
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
民
法
學
講
義
1
」
二
〇
一
頁
ー
二
〇
三
頁
蓼
照
。

山ノ、

　
　
　
　
（
ユ
）

調
停
と
裁
剣
と
の
關
係

　
1
　
鶴
停
と
裁
判
と
の
手
綴
的
關
係

　
㈲
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
と
人
民
法
院
の
裁
到
と
の
闘
係

　
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
と
人
罠
法
院
の
裁
剣
と
の
間
に
は
、
特
別
な
手
績
的
闘
係
は
な
い
。
す
な
わ
ち
一
般
の
民
事
事
件
に
麗
し
て
、
い
わ

ゆ
る
調
停
前
置
主
義
は
探
用
さ
れ
て
い
な
い
（
禦
鯖
撃
．
た
だ
離
婚
葎
5
い
て
は
、
婚
姻
蒙
モ
楚
お
ゆ
る
蔵
人
民
政
府

の
調
停
」
と
い
う
の
が
貞
も
し
實
際
問
題
と
し
て
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
で
あ
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
調
停
が
、
劃
決
の
前
に
な
さ

　
　
　
　
　
　
（
2
》

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
人
民
調
停
委
員
會
の
調
停
が
、
政
策
、
馨
鐘
反
し
て
い
る
馨
振
、
入
塁
蒙
そ
れ
を
嚢
庭
最
孕
こ
と
（
鶴
灘
頑

條
V
窪
童
浮
れ
婆
髪
い
．
も
つ
と
も
あ
盤
建
蟻
碧
た
め
の
食
薦
の
手
禦
“
か
な
ゑ
禦
チ
発
ち
麓
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の
調
停
委
員
禽
に
封
す
る
指
導
、
監
督
櫨
の
行
使
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
る
の
か
．
そ
れ
と
も
具
鰻
的
事
件
の
裁
劃
の
形
で
な
さ
れ
る
の
か
、
不

明
で
あ
る
。

　
㈲
人
民
法
院
の
調
停
と
裁
到
と
の
關
係

　
こ
の
爾
者
の
間
に
も
、
條
丈
の
上
だ
け
か
ら
み
る
と
、
特
に
乎
績
的
闘
係
は
な
い
よ
5
で
あ
る
。
た
だ
離
婚
事
件
に
つ
い
て
は
、
人
昆
法
院
自

身
奮
ず
馨
を
行
至
嘉
、
鍵
を
す
る
た
め
の
薙
葎
募
る
（
噸
鰍
）
．

　
と
こ
ろ
が
實
際
に
は
、
調
停
と
裁
劃
と
は
密
接
な
闘
蓮
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
訴
を
受
理
し
た
人
民
法
院
が
、
ま
ず
調
停
を
こ
こ
ろ

み
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
第
二
審
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
だ
訴
訟
法
規
が
完
備
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
叢
鍔

機
麗
と
調
停
機
麗
と
の
構
成
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
根
本
的
な
原
因
と
し
て
は
、
中
國
に
お
け
る
叢
劃
そ
の
も

の
の
性
質
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
2
　
講
停
と
毅
判
と
の
費
質
的
開
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
調
停
と
裁
劃
と
が
實
際
上
密
接
な
關
係
の
あ
る
こ
と
の
原
因
を
、
こ
こ
で
は
ま
ず
裁
判
の
側
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
㈲
中
國
に
お
け
る
裁
判
の
任
務
な
い
し
目
的
か
ら
み
て
行
こ
う
。
人
民
法
院
紹
織
法
第
三
條
に
よ
る
と
、
『
人
民
法
院
の
任
務
は
、
刑
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
も
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
じ
　
　
ち

事
件
及
び
民
事
事
件
を
裁
到
し
、
且
っ
裁
到
活
動
を
通
じ
て
す
べ
て
の
犯
罪
分
子
を
懲
罰
し
、
民
事
紛
事
を
解
決
し
、
も
つ
て
人
民
罠
主
主
義
制

ち
　
　
ち
　
　
ヤ
ペ
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
ら
　
　
や
　
　
り
　
　
し
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
し
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ら
　
　
じ

度
を
保
衛
し
、
公
共
の
秩
序
を
維
持
し
、
公
共
の
財
産
を
保
護
し
、
公
民
の
構
利
と
合
法
利
盆
を
保
護
し
、
國
家
の
肚
禽
主
義
建
設
と
継
食
主
嚢

い
　
　
ち
　
　
じ
　
　
も
　
　
ロ
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
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り
　
　
ち
　
　
ゃ
　
　
や
　
　
セ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

改
逡
事
業
の
順
調
な
嚢
展
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
民
法
院
は
、
そ
の
全
活
動
に
よ
つ
て
、
羅
國
に
忠
誠
を
つ
く
し
自
発
的
に
法
葎
を
遵
守

ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
じ
　
　
り
　
　
リ
　
　
ヤ
　
　
つ
　
　
る
　
　
り

す
る
よ
5
に
公
民
に
敏
育
す
る
』
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
傍
貼
筆
者
）
。
こ
こ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
目
的
は
多
様
で
あ
る
が
、
　
と
に
か
く
、
紛
璽

の
解
決
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
身
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
公
民
の
槽
利
の
保
護
も
究
極
の
目
的
で
は
な
く
、
最
高
の
目
的
は
國
家
の
肚
愈
主
義
建

設
と
肚
會
主
義
改
造
の
順
調
な
饗
展
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
裁
剣
の
合
目
的
低
）
。
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
裁
判
の
主
要
な
目
的
は
、
法
律



の
適
用
な
い
し
紛
畢
の
解
決
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
特
に
法
律
の
適
用
を
主
翼
目
的
と
す
る
の
が
通
論
か
）
、
地
の
よ
り
高
吹
の
目
的
を
持
つ
も
の
と

は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
（
法
律
の
遡
用
な
い
し
紛
撃
の
解
決
が
自
己
目
的
）
。
ま
た
中
國
に
お
い
て
は
裁
到
活
動
そ
の
も
の
が
教
育
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
裁
判
の
歎
育
性
）
が
、
わ
が
國
の
裁
到
活
動
に
教
育
性
は
な
い
。

　
し
か
し
て
中
國
に
お
い
て
は
、
調
停
も
ま
た
、
裁
到
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
と
ほ
ぼ
同
様
の
、
合
臼
的
性
お
よ
び
教
育
性
を
も
つ
て
い
る
。
そ

こ
で
任
瀞
な
い
し
目
的
の
黙
で
、
裁
判
と
調
停
と
が
峻
別
さ
れ
な
い
の
は
む
し
ろ
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

　
衣
に
⑨
事
件
に
適
用
す
る
規
範
の
面
か
ら
考
え
て
み
る
。
憲
法
第
七
八
條
お
よ
び
法
院
縄
織
法
第
四
條
で
は
、
『
人
民
法
院
は
掲
立
し
て
裁
到

　
　
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
り
　
　
ち

を
行
い
、
法
律
に
だ
け
服
從
す
る
』
、
と
規
定
す
る
（
傍
鮎
筆
者
）
。
そ
こ
で
一
見
す
る
と
、
調
停
の
規
準
が
政
策
、
法
令
で
あ
る
の
と
ち
が
つ
て
、

裁
鍔
の
規
準
は
、
法
律
だ
け
、
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
前
違
の
裁
到
の
目
的
性
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
「
法
律
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
は
贋
義
の
法
律
で
あ
り
、
ま
た
「
法
律
に
だ
け
」
と
い
つ
た
の
は
、
法
院
獅
立
の
原
則
を
強
調
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
つ
て
、
す
く
な
く
と

も
、
政
策
、
法
令
を
裁
判
の
規
準
と
し
て
は
排
斥
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
．
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
規
準
の
面
で
も
裁
鍔
と
調
停
と

の
ち
が
い
は
な
い
。

　
第
三
に
⑳
機
闘
の
人
的
椿
成
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
す
で
に
蓮
べ
た
よ
う
に
第
｝
審
に
開
す
る
限
り
は
、
こ
の
熱
で
調
停
と
裁
判
と
の
ち

が
い
は
な
い
（
罐
鷹
鰍
）
．

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
中
國
に
お
け
る
裁
判
と
調
停
と
が
、
實
質
的
に
極
め
て
密
接
な
麗
係
に
あ
る
こ
と
が
う
な
ず
け
る
。
こ
れ
に
封
し

て
わ
が
國
に
お
い
て
は
、
裁
到
に
封
し
て
（
調
停
と
の
比
較
に
お
い
て
）
、
中
國
の
裁
到
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
よ
う
な
性
質
を
嚢
見
す
る
こ
と
が
園
難

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
が
國
の
裁
剣
に
は
、
合
目
的
性
も
教
育
性
も
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
規
準
も
機
開
の
構
成
も
調
停
（
わ
か
嗣
の
）
と
砿

こ
と
な
る
。
中
國
の
裁
判
と
わ
が
國
の
裁
到
と
共
通
し
て
い
る
も
の
は
、
た
だ
そ
の
裁
判
と
い
ラ
名
総
と
、
そ
れ
が
事
件
に
封
す
る
有
檀
的
鍔
繕

だ
と
い
う
鼓
だ
け
だ
と
い
つ
て
は
、
は
た
し
て
過
言
で
あ
ろ
う
か
（
も
ち
ろ
ん
規
準
の
内
容
な
ど
は
始
め
か
ら
跳
外
と
し
て
）
。

　
　
　
　
中
鰯
調
停
法
序
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
七
　
　
　
（
五
二
三
〉



　
　
　
中
國
鋼
停
法
序
誕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
八
　
　
　
（
五
二
四
）

（
1
）
　
こ
の
と
こ
ろ
以
後
で
裁
剣
と
い
う
の
も
、
も
ち
ろ
ん
狭
義
の
（
謂
停
、
審
判
、
仲
殻
と
鍬
立
す
る
意
味
の
）
毘
事
裁
判
を
念
鰻
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
　
漉
井
数
「
中
國
の
家
事
裁
判
㎞
（
家
事
裁
剣
）
五
五
頁
、
て
は
そ
の
地
方
に
人
民
鋼
停
委
員
脅
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、
臓
人
民
政
府
K
か
わ
つ
て
も
つ
ぱ

　
ら
人
民
誘
停
萎
員
食
が
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
舖
停
は
、
離
婚
剣
決
の
絶
劇
的
前
提
要
件
で
は
な
い
（
岡
書
五
六
頁
、
七
一
頁
注
玲
）
。

（
3
）
　
中
圃
に
お
け
る
裁
剣
一
般
に
つ
い
て
は
、
次
の
丈
献
蓼
照
o

　
　
瓢
慮
」
幼
方
・
長
谷
珊
「
中
國
の
裁
判
」

　
　
蔵
島
正
夫
「
新
中
國
の
司
法
制
度
と
そ
の
特
色
」
臼
⇔
（
東
洋
丈
化
＝
二
銃
、
　
一
四
疑
）

　
　
藤
島
箆
夫
一
，
新
憲
法
下
の
中
國
の
人
罠
法
院
」
（
ソ
ヴ
轟
卜
法
學
鱒
巻
五
観
）

　
　
涛
井
　
敦
「
中
國
の
家
事
裁
剣
」
（
家
事
裁
到
）

　
　
潮
見
・
鍛
冶
・
西
村
・
黒
＊
「
中
鼠
婚
嬢
法
き
き
が
ぎ
」
（
家
族
制
度
の
研
究
下
）
な
ど
。

（
4
）
　
醸
島
・
幼
方
・
長
谷
川
「
中
國
の
裁
判
」
七
榊
頁
蓼
照
。

七
中
國
の
調
惇
と
わ
が
國
の
調
停
、
お
よ
び
申
國
の
裁
判
に
類
似
す
る
わ
が
國
の
制
度

　
1
　
中
■
の
講
停
と
わ
が
繕
の
繍
停

　
中
國
の
調
停
と
わ
が
國
の
調
停
と
の
比
較
は
、
今
ま
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
や
つ
て
來
た
、
そ
れ
を
ま
た
く
り
か
え
す
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
は
、
た
だ
総
括
的
に
み
て
、
中
國
の
調
停
と
わ
が
騒
の
調
停
と
が
ど
の
く
ら
い
共
通
す
る
も
の
を
も
つ
て
い
る
か
を
考
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
や
　
　
つ
　
　
や
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
ヒ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
ち
　
　
ち

そ
う
す
る
と
調
停
そ
の
も
の
の
構
鑑
面
か
ら
み
る
と
比
較
的
通
ず
る
も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
合
臼
的
性
が
あ
る
鮎

に
お
い
て
（
た
だ
し
わ
が
園
で
の
島
的
は
、
嘗
該
の
紛
肇
を
含
ん
で
い
る
欝
事
者
の
全
生
活
鰯
係
の
改
憂
で
あ
る
ー
特
に
家
事
溺
停
ー
か
ら
、
日
的
の
内
讐
纏

震
い
は
彼
我
異
な
る
と
し
て
も
、
段
的
性
が
あ
る
顯
で
共
通
す
る
V
、
　
ま
た
教
育
的
な
乎
績
が
と
ら
れ
る
勲
に
お
い
て
、
ま
た
そ
の
規
準
が
法
的
規
範
の

み
で
は
な
い
勲
に
お
い
て
（
た
だ
し
中
顯
の
場
合
に
は
結
果
的
に
み
て
そ
う
な
る
の
だ
が
）
、
ま
た
更
に
調
停
機
駆
が
民
面
人
の
欝
煎
に
ょ
り
構
破
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
や
　
　
も
　
　
む

る
と
い
う
駄
に
お
い
て
、
構
造
的
に
み
る
と
類
似
が
多
い
よ
う
に
思
う
。



　
し
か
し
調
停
で
利
用
さ
れ
る
規
準
、
特
に
法
的
規
範
の
機
能
的
性
質
、
内
容
に
つ
い
て
琢
え
た
り
、
或
い
は
調
停
機
闘
を
構
成
す
る
人
の
考
え

方
の
内
容
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
き
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
彼
教
の
相
違
は
纈
著
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
つ
れ
て
、
調
停
で
諸

規
準
を
利
用
す
る
と
き
の
心
が
ま
え
や
技
術
の
ち
が
い
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
．
か
つ
て
醸
島
教
授
が
、
中
國
の
調
停
を
も
つ
て
ブ
ル
ジ
鶴
ア
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三

國
の
そ
れ
と
同
観
す
ぺ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
』
）
、
と
い
わ
れ
た
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
面
に
注
鼠
し
て
い
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

　
2
　
中
■
の
裁
判
に
薫
似
ナ
る
わ
が
園
の
制
度

　
前
述
の
如
く
、
中
騒
の
裁
鋼
は
、
名
前
は
同
じ
で
も
、
わ
が
國
の
裁
剣
と
通
ず
る
も
の
が
す
く
な
い
。
し
か
ら
ば
中
國
の
裁
劃
に
畿
も
難
似
す

　
　
　
　
　
　
じ
　
　
や
　
　
り
　
　
リ
　
　
ヨ
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
サ
　
　
ら
　
　
サ
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
じ
　
　
ほ
　
　
ほ
　
　
ロ
　
　
ロ

る
（
も
ち
ろ
ん
構
逡
的
に
み
て
）
わ
が
園
の
制
度
は
何
で
あ
ろ
5
か
．
、
筆
者
は
、
争
こ
し
大
脂
ナ
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
制
度
の
骨
組
に
矯
す
る
醸
り
は
）

い
わ
ゆ
る
調
停
に
代
る
決
定
ま
た
は
舞
の
製
（
鴛
翻
灘
、
織
呈
灘
）
塞
霧
宅
て
、
そ
の
決
婁
姦
箋
鋲
茗
譲

申
立
方
法
を
上
訴
の
方
法
（
し
か
も
原
則
と
し
て
一
回
隈
り
）
に
よ
る
、
と
し
た
制
度
が
へ
癬
饗
地
講
整
法
ご
藻
ー
一
四
鎌
、
藤
愈
鐘
債
務
臨
時
購
停
法
七

僚
ー
一
〇
燦
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
詞
停
に
代
る
裁
鋼
の
制
度
に
近
い
舗
度
）
、
中
國
の
裁
釧
に
最
も
近
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
う

思
つ
て
み
る
と
中
國
の
裁
到
や
調
停
の
諸
特
徴
が
極
め
て
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
籍
島
箆
夫
「
新
中
國
の
司
法
制
度
と
そ
の
特
色
e
」
東
洋
文
化
一
三
號
三
七
頁
、
三
耗
頁
註
路
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
九
年
ー
昭
報
三
幸
四
年
…
十
鮒
月
十
五
紹
稿
）

中
國
謂
停
法
序
説

四
〇
九

（
五
二
五
）


